
2021 9

p.47
8 2
9

1SD 1SD 1

95
95 1SD

 
1 SD standard deviation  

2SE 2SE 1

95.5 1.96SE 95
95

1.96SE  
1 SE standard error  

p.70
12 1

p.71
12 2 a

A

 

A

H5N1
H7N9 

p.79

5

p.82
14 1

 
2021 2 16 B

2021 2 14

p.82
5

2010

2013 A

2010
 

HPV A
2016 B 2020

A 2021
 

p.83
5

2013 6
 

HPV 2

2013

0.3 2021 2

2 50
70 2 4

90 9
2020 7



   
p.96
18 1
1

119  220  

p.96
2

4 16
18 2  

5 17
18 2  

p.97
18 2

 
17 CPT2  

2018  
p.98
18 5
3

1 CPT1
CPT1 CTP2

p.100
4

HBs HBe 5

 
HBs  

p.114
22 2 1

A 850/650 μgRE 9  
9 RE  

D 5.5 μg  
E 6.5/6.0 mg  
B6 1.4/1.2 mg  

5/4 mg  

A 850/650 μgRAE 9  
9 RAE  

D 8.5 μg  
E 6.5/5.0 mg  
B6 1.4/1.1 mg  

5 mg  
p.126

8
1/6  1/12  

p.142
26 3

6  

p.145
27 1
3

2010 2010
2014 3 2015

 

2010 2010
2015 2015

2019 2
2020

 

p.145
27 2 1

5
2013 21

2015

27 1  

2013 21

2020

27 1  
 

 
p.145

27 1
7  



p.145
4

2015

BBMI
18

BMI BMI
BMI

27 1

2015

BMI
18

BMI BMI
BMI

27 1
p.145

27 1
8

p.147
3

p.147
4

34  35  

p.147
27 2

9  

p.148
27 3

10

p.150
27 3

2015 2020

p.151 11

p.195
35 1
12

 

p.196
35 4

 

p.197
35 4

12

p.263
5

 

p.270
42 2 2 6000

CO
2

2  

5000
CO

p.322
51 1

2015 4 1  
PCB 30 51 2  

39  
190  

2021 4 1  
PCB 33 51 2  

41  
227

p.323
51 2

13

p.340
55 1

p.59 p.28

p.341
55 2

p.59 p.31

p.349
57 1

p.59 p.60



  
p.377
66 2 6

66 1  66 1 1

1
2018  

 
p.378

15
 

p.379
3,4,6

p.380
4

NOx NOx 

p.381
66 2

0.1 mg/L
0.3 mg/L

0.03 mg/L
0.1 mg/L

p.436
76 1 2018  

870 μg/m3

2021 6
200 μg/m3

p.439
76 2 2019 1 2021 6

p.439
9 2020 4

 
 



第 5章　感染症とその予防 79

エンザウイルスの中には，ヒトに感染するのもがあり，この場合ヒトが経験した
ことがない抗原型であり，免疫がないために重篤な症状を示し，高い致死率を示
す．鳥インフルエンザのヒト‒ヒト感染はほとんど起こらないため，ヒトとトリ
の接触を防げば，感染拡大を防ぐことができる．
インフルエンザウイルスは 8本の分節ゲノムをもつため，たとえば，ブタ気道

上皮細胞内でヒト型のインフルエンザウイルスとトリインフルエンザウイルスが
共感染したときに，トリ由来のゲノムとヒト由来のゲノムの両方をもったキメラ
ウイルスが産生されることがある．この遺伝子の取換えと点突然変異の蓄積によ
り，人類が経験したことがない抗原型のウイルスが産生され，それがヒト‒ヒト
間で伝播する能力をもつように変異すると，パンデミックを起こす新型インフル
エンザが生まれる．2009年 4月にメキシコで発生した新型インフルエンザ（A/

H1N1）＊1は世界中でパンデミックを起こした．ブタ，トリ，ヒトの遺伝子をも
つブタ由来ウイルスで，それまでのインフルエンザウイルスと抗原性をまったく
異にしていた．WHOによる発表の半月後に日本においても感染が広がり，12月
に感染のピークを迎え，2010年春に沈静化した．基礎疾患をもつ罹患者の死亡
例が多く，全体で 198例であった．
　また，過去に流行したインフルエンザであっても，長い間流行したことがない
インフルエンザウイルスの場合，人類のほとんどが免疫をもたないので，パンデ
ミックにつながる．

12・2・8　新型コロナウイルス感染症・再興型コロナウイルス感染症
　2019年 12月中国湖北省武漢で発生し全世界にパンデミックを起こした SARSコ
ロナウイルス‒2（SARS‒CoV‒2＊2）による新型コロナウイルス感染症（COVID‒19＊3）
は，2020年 1月に感染症法の指定感染症＊4に指定され当初 2類感染症相当の対応
が定められたが，同年 3月には政令により新型インフルエンザ等感染症と同様に対
応することとなった．さらに，期限の定めなく必要な策を講じられるよう，2021年 2

月に感染症法の「新型インフルエンザ等感染症」に「新型コロナウイルス感染症」
及び「再興型コロナウイルス感染症」が追加され（表 12・1参照），新型コロナウイ
ルス感染症の法的位置づけは，指定感染症から新型インフルエンザ等感染症に変更
された．新型コロナウイルス感染症は，「新たに人から人に伝染する能力を有するこ
ととなったコロナウイルスを病原体とする感染症」，再興型コロナウイルス感染症は，
「かつて世界的規模で流行したコロナウイルスを病原体とする感染症であってその後
流行することなく長期間が経過しているものとして厚生労働大臣が定めるものが再
興したものである＊5．

例題 12・1　次の感染症は，感染症法の類型で何類に分類されるか．
1．結核，2．マラリア，3．痘瘡，4．コレラ，5．風疹，6．MERS，7．梅毒，8．ポリオ
解 答
1．2類，2．4類，3．1類，4．3類，5．5類，6．2類，7．5類，8．2類

＊1 現在は，インフルエン
ザ（H1 N1）2009と改称
されている．

＊2 Severe acute 
respiratory syndrome 
coronavirus‒2

＊3 Coronavirus disease 
2019

＊4 指定感染症は 1年以内
の期限を設けて政令で定め
られる．

＊5 何れも「一般に国民が
当該感染症に対する免疫を
獲得していないことから，
当該感染症の全国的かつ急
速なまん延により国民の生
命及び健康に重大な影響を
与えるおそれがあると認め
られるもの」である．



表 26・3　性・年齢別基礎代謝基準値，基礎代謝量および参照体重 a）

性別 男　性 女　性
年齢
（歳）

基礎代謝基準値
〔kcal/kg体重/日〕

参照体重
〔kg〕

基礎代謝量
〔kcal/日〕

基礎代謝基準値
〔kcal/kg体重/日〕

参照体重
〔kg〕

基礎代謝量
〔kcal/日〕

1～ 2 61.0 11.5 700 59.7 11.0 660
3～ 5 54.8 16.5 900 52.2 16.1 840
6～ 7 44.3 22.2 980 41.9 21.9 920
8～ 9 40.8 28.0 1140 38.3 27.4 1050

10～ 11 37.4 35.6 1330 34.8 36.3 1260
12～ 14 31.0 49.0 1520 29.6 47.5 1410
15～ 17 27.0 59.7 1610 25.3 51.9 1310
18～ 29 23.7 64.5 1530 22.1 50.3 1110
30～ 49 22.5 68.1 1530 21.9 53.0 1160
50～ 64 21.8 68.0 1480 20.7 53.8 1110
65～ 74 21.6 65.0 1400 20.7 52.1 1080
75以上 21.5 59.6 1280 20.7 48.8 1010

a）　出典：厚生労働省，“日本人の食事摂取基準（2020年版）”，策定検討会報告書
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図  27・1　日本人の食事摂取基準（2020年版）策定の方向性　出典：厚生労働省，
“日本人の食事摂取基準（2020年版）”より



表 27・1　目標とする BMIの範囲（18 歳以上） a）， †1， †2

年齢（歳） 目標とする BMI〔kg/m2〕

18～49 18.5～24.9

50～64 20.0～24.9

　65～74†3 21.5～24.9

　75以上†3 21.5～24.9

a）　出典：厚生労働省，“日本人の食事摂取基準（2020年版）”の概要
†1　男女共通．あくまでも参考として使用すべきである．
†2 　観察疫学研究において報告された総死亡率が最も低かった BMI を
もとに，疾患別の発症率と BMI との関連，死因と BMI との関連，喫
煙や疾患の合併による BMIや死亡リスクへの影響，日本人の BMI の
実態に配慮し，総合的に判断し目標とする範囲を設定．

　†3 　高齢者では，フレイルの予防および生活習慣病の発症予防の両者に
配慮する必要があることもふまえ，当面目標とする BMI の範囲を
21.5～24.9 kg/m2とした．



表 27・2　基準を策定した栄養素と設定した指標（1歳以上） a）， †1

栄　養　素 推定平均必要量
（EAR）

推奨量
（RDA）

目安量
（AI）

耐容上限量
（UL）

目標量
（DG）

タンパク質 ○ ○ ― ― ○†2

脂　質

脂　質
飽和脂肪酸
n－6系脂肪酸
n－3系脂肪酸
コレステロール

―
―
―
―
―

―
―
―
―
―

―
―
○
○
―

―
―
―
―
―

○†2

○†2

―
―
―

炭水化物
炭水化物
食物繊維
糖　類

―
―
―

―
―
―

―
―
―

―
―
―

○†2

○
―

主要栄養素バランス ― ― ― ― ○†2

ビ
　
タ
　
ミ
　
ン

脂
溶
性

ビタミン A
ビタミン D
ビタミン E
ビタミン K

○
―
―
―

○
―
―
―

―
○
○
○

○
○
○
―

―
―
―
―

水
溶
性

ビタミン B1

ビタミン B2

ナイアシン
ビタミン B6

ビタミン B12

葉　酸
パントテン酸
ビオチン
ビタミン C

○
○
○
○
○
○
―
―
○

○
○
○
○
○
○
―
―
○

―
―
―
―
―
―
○
○
―

―
―
○
○
―
 ○†3

―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―

ミ

ネ
　
ラ
　
ル

多
　
量

ナトリウム
カリウム
カルシウム
マグネシウム
リ ン

○
―
○
○
―

―
―
○
○
―

―
○
―
―
○

―
―
○
○†3

○

○
○
―
―
―

微
　
量

鉄
亜　鉛
銅
マンガン
ヨウ素
セレン
クロム
モリブデン

○
○
○
―
○
○
―
○

○
○
○
―
○
○
―
○

―
―
―
○
―
―
○
―

○
○
○
○
○
○
○
○

―
―
―
―
―
―
―
―

a）　出典：厚生労働省，“日本人の食事摂取基準（2020年版）”の概要
†1　一部の年齢階級についてだけ設定した場合も含む．
†2　総エネルギー摂取量に占めるべき割合（％エネルギー）．
†3　通常の食品以外からの摂取について定めた．



表 27・3　推定平均必要量から推奨量を推定するために用いられた変動係数と
推奨量算定係数の一覧 a）

変動係数 推奨量算定係数 栄 養 素

   10 ％ 1.2
ビタミン B1， ビタミン B2， ナイアシン， ビタミン B6， ビタミン
B12， 葉酸， ビタミン C， カルシウム， マグネシウム， 鉄 （6歳以
上）， 亜鉛， 銅， セレン

   12.5 ％   1.25 タンパク質
   15 ％ 1.3 モリブデン
   20 ％ 1.4 ビタミン A，鉄（6 カ月～5歳），ヨウ素

a）　出典：厚生労働省，“日本人の食事摂取基準 （2020年版）”
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27・9　食事摂取基準の基準値と食事摂取状況
　日本人の食事摂取基準（2020年版）では，特に生活習慣病の重症化予防を目
的とした目標量を充実させており，高血圧予防の観点から，ナトリウ厶（食塩相
当量）については男女ともにその値を前回の“日本人の食事摂取基準（2015年
版）”よりも低めに変更している（18歳以上の男性： 7.5 g/日未満，18歳以上の
女性： 6.5 g/日未満）．2015年版の食事摂取基準では，食塩の目標量として，成
人男性で 8.0 g/日未満，成人女性で 7.0 g/日未満と設定していた．しかし， 2019

年の食塩の摂取状況は，男性で平均 10.5 g，女性で平均 9.0 gであり，依然とし
て目標量の基準値を超えている状況にある．わが国の 2019年の国民健康・栄養
調査による成人の食塩摂取状況は，食塩摂取量の中央値で見ると，男性で 9.8～
11.2 g，女性で 8.1～9.8 gと，2015年版の食事摂取基準の策定時に比べ減少して
いるものの，まだ 2015年版の食事摂取基準で設定した目標量の基準値を超えて
いる．また，高血圧の予防・治療のためには，わが国をはじめ諸外国のナトリウ
ムに対するガイドラインを考慮すると，6.0 g/日未満の食塩摂取量が望ましいと
考えられている．できるだけこの値に近づくべきであるとの考えから，日本人の
食事摂取基準（2020年版）の食塩の目標量の基準値が設定されている＊．
　また，小児期からの生活習慣病予防のため，食物繊維とカリウムについて，  
6～17歳における目標量が新たに設定されている．
　食物繊維の摂取量と心筋梗塞発症との関連性は明らかであり，これに関するコ
ホート研究のデータを統合した再解析の結果，24 g/日以上の食物繊維の摂取で
心筋梗塞の死亡率の低下が，逆に 12 g/日未満の摂取でその上昇が観察されてい
る．したがって，理想的には 24 g/日以上の食物繊維の摂取が求められる．しか
し，2011年の国民健康・栄養調査の結果に基づく日本人の食物繊維摂取量の中
央値は，すべての年齢階級でこれより少ないため，この値を目標量として掲げて
もその実施の可能性は低いと考えられるため，次式で目標量を算定している．す
なわち，現在の日本人の成人（18 歳以上）における食物繊維の摂取量の中央値
（13.7 g/日）と 24 g/日との中間値（18.9 g/日）を，目標量を算出するための参
照値とし，成人における参照体重の平均値（58.3 kg）と性別および年齢階級ご
との参照体重との体重比の 0.75乗によってぞれぞれの体表面積を推定すること
で，性別および年齢階級ごとに目標量を算出している．
カリウムの摂取量に関しては，2012年にWHOから提案された成人を対象と

した高血圧予防のための摂取量 3510 mg/日を，カリウム摂取の目標と考えるが，
現在の日本人のカリウム摂取状況はこれよりも少ない．2013年のわが国のカリ
ウムの摂取状況は，男性で平均 2329 mg，女性で平均 2143 mgである．そこで， 
2011年国民健康・栄養調査の結果に基づく日本人の成人 （18歳以上） におけるカ
リウム摂取量の中央値（2201 mg/日）と 3510 mg/日との中間値である 2856

mg/日を，目標量の算出のための参照値とし，体表面積を推定する方法により，
性別および年齢階級ごとに目標量を算定している．ともに目標量の基準値に達し
ていない．

＊ 発 展 食事摂取基準
（2020年版）からナトリウム
摂取量〔mg/日〕 として表
記され，食塩相当量 〔g/日〕 
はカッコ内に併記となった．

食塩相当量〔g〕
＝ナトリウム 〔g〕 × 58.5

23
＝ナトリウム 〔g〕 × 2.54

020 の重症化予

015

7.5 g

6.5 g 015

8.0 g 7.0 g 019

10.5 g 9.0 g

019

9.8～
11.2 g 8.1～～9.8 g 015

015

れている
0200年

る目標量が

020

（58.3 k

また，高血圧の予防・治療のためには，

いて，

ると，6



表 35・4　（つづき）　特定保健用食品のおもな保健用途の表示内容と関与成分

表示内容 関与成分 備　　考

血圧が高めの方に
適する食品

ラクトトリペプチド，カゼインドデカペ
プチド，バリルチロシン含有サーデンペ
プチド，杜仲葉配糖体

ラクトトリペプチド，カゼインドデカペプチド，サーデ
ンペプチドはアンギオテンシン変換酵素を阻害し，降
圧作用を示す．

杜仲葉配糖体は副交感神経を刺激し，降圧作用を示す．
コレステロールが
高めの（気になる）
方に適する食品

大豆タンパク質，キトサン，低分子化ア
ルギン酸ナトリウム，植物ステロール，
β ─シトステロール

大豆タンパク質，キトサンは胆汁酸と結合してコレステ
ロールの排泄を促す．
植物ステロールは胆汁酸ミセルに溶解し，コレステロー
ルのミセルへの溶解を減らす．

血糖値が気になる方
に適する（食後の血
糖値の上昇を緩や
かにする）食品

難消化性デキストリン，小麦アルブミン，
グアバ葉ポリフェノール，L ─アラビノース，
トウチエキス

小麦アルブミンは糖質の消化を遅らせる．
グアバ葉ポリフェノールは糖質の消化酵素を阻害する．

ミネラルの吸収を
助ける食品

CCM（クエン酸リンゴ酸カルシウム），
CPP（カゼインホスホペプチド），ヘム鉄，
フラクトオリゴ糖

CCM，CPPはカルシウムの吸収を促進し，骨形成を促進
する．ヘム鉄は無機鉄より吸収されやすい．
フラクトオリゴ糖は整腸作用のほかミネラルの吸収促進
作用をもつ．

血清中性脂肪を抑
える食品

ジアシルグリセロール，グロビンタンパ
ク分解物，中鎖脂肪酸，EPA/DHA†1

ジアシルグリセロールは，2位に脂肪酸エステルがない
ため，消化後 2 ─モノグリセロールが生成せず，トリア
シルグリセロールの生成が行われない．
中鎖脂肪酸は，胃内のリパーゼで完全に分解され，2 ─モ
ノアシルグリセロールを生成しない．中鎖脂肪酸は門
脈から吸収され肝臓で分解される．

虫歯の原因になりに
くい（歯の健康維
持に役立つ）食品

オリゴ糖（パラチノース），マルチトール，
糖アルコール（キシリトール），エリスリトー
ル，茶ポリフェノール

パラチノース，マルチトールなどは歯垢を形成させない．

歯の健康維持に
役立つ食品

還元パラチノース，第二リン酸カルシウ 
ム†2，フクロノリ抽出物，CPP ─ ACP（カゼ
インホスホペプチド─非結晶リン酸カルシウ
ム複合体），リン酸化オリゴ糖カルシウム

CPP ─ ACP，第二リン酸カルシウム，フクロノリ抽出物
には骨の再石灰化促進作用がある．

体脂肪が気になる方
に適する食品

ウーロン茶ポリフェノール，β ─シトステ 
ロール，中鎖脂肪酸，茶カテキン

骨の健康が気になる
方に適する食品

ビタミン K2，大豆イソフラボン，フラク
トオリゴ糖，ポリグルタミン酸

ビタミン K2 は，オステオカルシンの Gla（グルタミン酸）
化に必要で，骨形成を促進する．

大豆イソフラボンは，弱いエストロゲン作用があり，閉
経後のエストロゲン不足による骨吸収を抑制し，骨量
を維持する．

　†1　EPA：エイコサペンタエン酸，DHA：ドコサヘキサエン酸．
　†2　リン酸水素カルシウム（CaHPO4）のこと．
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